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Ⅰ.特 別 講 演

クリニカルバス電子化の実際

～利便性と落とし穴-

黒部市民病院

リハビリテーション科関節スポ-

ツ外科

//hFll 光 ･

電子カルテの普及に伴い,クリニカルパスも電

子化 してシステムに組み込む試みが近年報告さ

れるようになった.電子化で,一括オ-ダーによ

る標準化や安全化,バ リアンズ分析といったこと

がより効率的に行える利点がある一方,紙パスで

は容認 されていた業務パ ターンやパス形式 ･作

成方法の寛容性は制限される.また電子ゆえの視

認性や展開速度の問題や表記法の制限,法的な制

限など電子カルテ導入前に知っておくべき事項

も鋸 ､.

より効率的にまた有効なパ ス医療が行えるツ

-ルとして電子カルテシステム を構築 して行く

ためには,ユ-ザ-である医療者側が稽極的に開

発に関わる必要がある.現状ではパス業務 (標準

化検討からパス大会,パスの政審まで)のすべて

を雷 J'･システムでは行えない./､スを匪瞭ケアの

PDCAサイクルの基軸として使用するためには,

電子化 されていないからといってバ リアンズ分

析や改善など人の手で行 う努力を怠 ってはなら

ない.パスの電子化とは,単なるパス蓑型のセッ

トオーダーでないことを熟知 しておく必要があ

る.

第5回新潟クリニカルパスフォ-ラム

日 時 平成19年3月17日 (土)

午後2時且5分～

会 場 ホテル新潟 3階 ｢飛軸の間｣

Ⅰ.一 般 演 題

1 急性期病院における

大腿骨頚部骨折地域連携パスへの取り組み

塩崎 浩之 (整形外科医師)

贋瀬 意 (看護師 ･パス委員)

巴亦 圭子 (看講師長)

今井 克敏 (理学療法士)
神Ⅲ 義則 (MSW)
木津 鍾 (パス事務局)

済生会新潟第 二病院

大腿骨揮部骨折

地域連携パス作成チ-ム

当院は,前方連携の強化のために平成 12年に

オープンシステムを稼動 し,後方連携の強化のた

めに平成 14年から病院連携会議を定期的に開催

するなど,地域ネットワ-クの構築に取り組んで

きた.また,平成 14年から院内でクリニカルパ

スを運用している.

これらの活動をもとにして,機能分化した地域

の医療資源を有効活用 し地域完結型の医療 ･福

祉を提供するために,大腿骨頚部骨折地域連携パ

ス (以下,連携パ ス)に早 くか ら取 り組んでき

た.平成 17年 9円連携パス作成チ-ムを発足,

みどり病院スタッフとともに連携パスを作成,辛

成 18年 4月みどり病院と連携パス運用開始,そ
の後猫LJj宮尾病院,岩室温泉病院とも連携パスの
運用を行っている.独自に作成した ｢経過報告書
兼依頼書｣によ吟,患爵情報の共有化を円滑にす

るとともに,連携病院退院時の患者情報が当院に

ブイ-ドバ ックされるように工夫した.

愚者入院か ら連携病院への転院および退院に

いたるまでの連携パス運用の実際の手順につい


